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指導を展開した。この日記指導は、一週間ごとに、取材・構想・記述・推敲のいずれかに重点を置き、ねらいを明確にした課題を与えて書かせるも である。 ﹁会話で書く﹂ 、 ﹁書き出しをくふうして書く﹂ 、 ﹁かじょうがきで書く﹂ 、 ﹁漢字をできるだけ使って書く﹂ 、 ﹁中心点をくわしく書く﹂ 、 ﹁事実と感想をくべつして書く﹂ 、 ﹁図や表を入れながら夏休みの計画について考えて書く﹂ ﹁引用、引例を用いて書く﹂ 、 ﹁ ﹃ひゆ﹄をいれて書く﹂ 、 ﹁創作文を書く﹂など三八種の具体的な条件を示し 表現技能 向上を図った。
　また平野
5は、子供たちが喜んですぐ書きたくなるように、作文
題材の開発に力をそそいだ。 ﹁五十円工作の案内（五十円以内で制作した工作の説明文） ﹂ 、 ﹁授業参観に来てください（友達の親に友達の活躍ぶりを紹介する手紙文） ﹂ 、 ﹁本 帯、しおり作り（広告文） ﹂ 、 ﹁郷土 人物と郷土めぐり（調べ 作文） ﹂ 、 実生活をもとにしたつづ
き話（想像による作文） ﹂ 、 ﹁結びの文に合わせて（結びの
文を指定し、それに合わせて筋立てを考える描写文） ﹂ 、 ﹁絵地よるお話つくり（空想作文） ﹂ 、 ﹁ぼくの紙上実況放送（報告文） ﹂ 、﹁話題の人、○○さんをたずねて（架空のインタビュー作文） ﹂など、場の設定、取材・選材の着眼、文体の選択などに工夫を凝らし、表現能力の段階も考慮した課 を提示することによって、豊な描写や筋道だった説明ができるように育て いった。
　さらに平野
6は、子供たちの感性を磨き、真実の叫びを表現させる
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のみょう字調べ﹂ ﹁ヨシズあみの歴史﹂ すげかさづく あゆみ﹂など、いずれも二〇枚を超す努力作としてまとめられていった。
　さらに、こうした調査記録とは別に、郷土の昔話を調べることか








































































































































































































































































らを、わたしたち 手でまとめ みようということにしたのです。記録としてま め、これを土地の人たちをはじめ たくさん ひとに公開したとき、さらに各方面から ろいろな資料やアドバイスを得ることができると思うのです。それ を書き加えること よって、いっそう事実にせ り、より完全な記録として残しておきと思うのです。いま、このよ な仕事をやる者がなかっ ら、急速にうつり変わっていく遊水池 さまざまなすがたを、正しく後の世の人々に伝えることはできなくなると思うのです
―
こういう結論









































































































聞、学校新聞、児童会だよ 委員会だより、地域の子ども会新聞、家庭新聞へと広がり、一九七〇年には、 ﹁全国学校・学級 聞コンクール﹂に入選、第一回酒井寅吉賞を受けるまでに育っていった。
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（図 1）新聞日記の事例（『新聞活動と学級づくり』p.27）
（図 2）学級新聞「日刊くろんぼ」の事例（『新聞活動と学級づくり』p.28）
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月号、明治図書）がある。本稿によって、平野の作文指導の四つの特色、即ち﹁日記指導﹂ ﹁新題材の開発﹂ ﹁詩創 指導﹂ ﹁新聞活動﹂を網羅したことになる。なお、先行研究としては、平野の﹁新題材の開発﹂について論評した高森邦明（一九八四） 、大内善一（一九九六）が見られる。2学級文集﹁青い風﹂は ﹃学級文集の研究﹄第一三巻（大空社、一九九三）に収載されている。本書の解説を執筆した太田昭臣は、当時の受賞理由が﹁大変ジャーナリスティックな編集で、文章もしっかりしている。最後にひとりひとりの子の特徴を書いてやったり、先生のことを知らしたりして、親しみやすい、きれいな文集﹂ （ ﹃作文と教育﹄一 五九年六月号）であったことを紹介し、二五〇〇冊あまりの応募の中から 入選﹂三〇点に選ばれるのは﹁至難の業﹂で たと評している。3この学級文集は、これ以降 六年間にわたって発行された。なお、 ﹁くろんぼ﹂という名称は、 ﹁四
五人のなかまたちが
、学習
に、また、よい生活をつくりだすために、みんなで心を一つにし、努力のあせをど どん流そ 。ま くろになって、よい学級をつくるためにがんばろう。 ﹂ （ ﹃くろんぼ﹄№
4﹁はじめに﹂
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